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１．はじめに 

年々，ヒートアイランド現象が進行する傾向にあ

る．その対策として，保水性舗装や遮熱性舗装が開

発されている．保水性舗装や遮熱性舗装はすでに

様々な機関や企業で実験が行われ，その効果が確認

されている．しかしながら，保水性舗装の解析的検

討はこれまで十分に行われていないのが現状である． 

そこで，本研究では以前開発した保水性舗装表面

温度と蒸発量のプログラムの妥当性を，実測データ

を用いて検討した．なお，アメダスのような気象デ

ータから各都市の舗装表面温度と蒸発量を予測する

ことが本研究の最終的な目標である． 

 

２．解析舗装モデルと入力データ 

プログラムの妥当性を比較・検討するため，2004

年 7 月 27 日，28 日の浜名湖花博で計測した実測デー

タと気象庁の静岡市の気象データで解析し比較・検

討した．また，舗装表面温度の比較のため保水性舗

装と密粒度舗装で比較した． 

図-１は保水性舗装，図-２は密粒度舗装の温度解

析に用いた舗装断面である．解析に使用する気象デ

ータは，外気温，湿度，風速，全天日射量を用いた．

保水性舗装，密粒度舗装の舗装表面のアルベド，射

出率は，保水性舗装で 0.25，0.9，密粒度舗装で 0.11，

0.9 を用いた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．温度解析 

構造物内部の温度分布を支配する方程式として，

式(1)の 1 次元熱伝導方程式を用いた． 
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ここで，ρ：密度，C：比重，k：熱伝導係数，

である． 

自然環境下に暴露されている構造物は，さまざ

まな気象因子の影響を受ける．そのため，温度解

析を行う上で，舗装表面で式(2)の境界条件を考慮

しなければならない． 
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ここで， conq ：対流熱伝達量， solq ：正味全天日射

量， skyq ：正味天空放射量， evpq ：潜熱輸送量である．

本研究では solq ， skyq には実測データを用いた．また

conq , evpq にはこれまで数多くの提案式があり， conq

には式(8)に示す ASHRAE のモデルを， evpq には式(3)

を用いた． 

 ( )qqUClq SEevp −= βρ  (3) 

 Tl 240010502 6 −×= .  (4) 

 
















×−








×=

p
e

p
eq 378016220 ..  (5) 

 
















×−








×=

p
e

p
eq SS

S 378016220 ..  (6) 

 ( )( )TT
Se

+××= 3237571010786 ...  (7) 

 vh ×+= 8.37.5  (8) 

ここで lE :潜熱輸送量[ 2mW ]， l：水の気化潜熱

[ kgJ ]，β ：蒸発効率，T：外気温℃, ρ：空気密度

[ 3mkg ]， EC ：潜熱のバルク輸送係数，U：風速[ sm ]，

Sq ：地表面に対する飽和比湿， Se ：地表面に対する

気圧[ hPa ], q：大気の比熱[J/(kg･K)]， e :水蒸気圧

[ hPa ]， p：大気圧[ hPa ]， v：風速[ sm ]である．

（保水性舗装） 
図-２ 解析モデル図-１ 解析モデル 

（密粒度舗装）
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４．解析結果 

解析には，潜熱輸送量のモデル式で用いる蒸発効

率を 0.71，0 と変えて解析を行った．蒸発効率とは水

分の蒸発のしやすさを示す係数である．本研究では，

蒸発効率 0 を密粒度舗装の解析時に使用し，蒸発効

率 0.71 を保水性舗装の保水量として解析を行った． 

図－３，図－４は蒸発効率 0.71，蒸発効率 0 のと

きの解析結果である.両結果より浜名湖データより

気象庁データで解析したほうがより精度の高い解析

ができるとわかる．図－６～図－８は浜名湖データ，

気象庁データの各気象データのグラフである．湿度

と風速に違いがある．特に風速の値が大きいと顕熱

輸送量が大きくなってしまい，浜名湖データでは舗

装表面温度が高くなったのだと思う．図－５は累積

蒸発量を示したグラフである．9 時から 17 時までの

累積蒸発量は浜名湖データで 0.8(kg/m2)，気象庁デー

タで 1.9(kg/m2)であった．実測データでは 3.5(kg/m2)

であり，蒸発量が少ない結果になってしまった． 

 

５．今後の課題 

解析結果と実測データのピーク時に時差があるこ

と，夜間では舗装表面温度が低くなること，蒸発量

が少ないことなど実測と異なっており，この原因を

究明する． 
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図-３ 舗装表面温度（蒸発効率 0.71） 図-４ 舗装表面温度（蒸発効率 0） 

図-５ 累積蒸発量 図-６ 全天日射量 

図-７ 風速 図-８ 湿度 
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